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論文の内容要旨
UCA* が FAG を経て glutamic acid に至る代謝経路は動物及び細菌について詳しく研究されている。
乙の代謝経路は全部無酸素的に進行するが，乙の経路とは別に市原らは UCA が酸化的に分解される
ととを発見し，酸化的分解生成物として hydantoinacrylic acid, succinic monoureide, KGAA, hydanｭ
toinpropionic acid 等を単離した。 著者は猫肝より urocanase を部分的に精製し， 酸化反応の機作を検
討した。
万法及び成績
Urocanase は猫肝より抽出，酸性沈澱，硫安分劃， Ca3 CP04) 2-ge1 吸着，熱処理等の操作によって精
製した。
C 1) U rocanase 活性と PH U rocanase 活性と PH との関係を調べたところ Urocanase 活性の
至適 PH は7.2-7.4にあった D
C H) U rocanase 活牲に対する阻害剤の影響 Urocanase 活性は種々の還元剤， KCN , PCMB，等と
preincubate するととによって阻害された。尚 EDTA， oxine， α，α'-dipyridyl， DDC によって阻害されな
:かった。
C][) Urocanase の UCA に対する Michaelis constant は 1 xI0- 5MjL であった。
CW) UCA の酸化的分解の経路。熱処理以前の urocanase 標品を用いて UCA を分解させると FAGが
好気的にも嫌気的にも反応終産物であり，酸化産物は生成しない。しかるに熱処理を行った酵素標品を用
いると FAG が生成きれなくなり，代って KGAA ， Carbamyl 物質等の酸化生成物を生じる。叉との反
* 略字 UCA， urocanic acid ; F AG ; fomamidinoglutaric acid ; IPA, Imidazolonepropionic acid; KGAA， αー
Ketoglutaric acid amide ; DDC, sodium diethyldithiocarbamate. 
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応を嫌気的に行うと UCA の第 1 巾間物である IPA が蓄積する。したがって熱処理は UCA→IPA→F
AG 聞のIPA→FAG の酵素を不活性化すると考えられる。叉この酵素を用いて UCA を嫌気的及び好気
的に分解させたと乙ろ， 両条件下に於いて反応速度の差異は認められなかった。 もし酸化が UCA の
level で起るものとすると好気的には反応速度が速い筈である。以上の事実から酸化反応は IPA より起
ることカ);bカ〉る。
(V) 酸化反応の機作 UCA が分解するときに認められる酸支吸収は catalase の添加によって抑制され
た D この際 catalase の添加量を漸増すると酸素吸収は漸減し，遂に全く酸素吸収を示き芯くなった。叉
反応系に微量の H202 を添加すると酸素吸収の lag phase が消失した。以上の事実から乙の酸化反応に
は H202 が関係し，叉 flavin 酵素による酸化或は非酵素的な酸化ではない乙とがわかる。
一方熱処理酵素を用いて UCA を H202 在在下に嫌気的に分解させても酸化生成物を生じるととから
この反応は peroxidatic な性格をもっていることがわかる口 尚この酵素標品中に peroxidáse 又は cata­
lase として働いている鉄 porphyrin 蛋自の contamination はない。
酸化反応は， KCN , DDC によって阻害をうけた。特に後者による阻害は低濃度の Cu を添加すると
殆んど完全に除かれたので，酸化反応はある種の Cu 蛋白により触媒されるものと考えられる。
総括
1. U rocanase を猫肝より部分的に精製し，至適 PH ，阻害剤の影響， Michaelis constant 等の諸性質
を調べた。
2. UCA 分解時に認められる酸素吸収が中間物 IPA の酸化によるととを明らかにした。
3. 酸化反応は peroxidatic な反応によって起り， Cuー蛋白によって触媒される。
論文の審査結果の要旨
ウロカニン酸がフオノレムアミジノク、、ルタール酸を経てグルタミン酸に至る代謝経路は詳しく研究されて
いるが，ウロカニン酸は酸化的にも分解する。著者は猫肝より精製した Urocanase の諸性質及びウロカ
ニン酸の酸化的分解の機作を検討した。 Urocanase 活性の至適 ph は7.2 .......， 7 .4にあり種々の還元剤， KCN ，
PCMB によって阻害される。 Urocanase のウロカニン酸に対する Km は， 1 x 10- 5MjL であった。
ウロカニン酸の酸化的分解はウロカニン酸の第 1 中間代謝物イミダゾンプロピオン酸より起る。この反応
は H202 を要求し ， peroxidatic な反応によって行われる。この際 peroxidase の関与は認められない。
この系は KCN， ヂエチルヂチオカルパミン酸ソーダによって阻害され， この阻害は Cu によって除か
れることから Cu-蛋白が関与していると考えられる。
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